
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり協議会・地権者連絡会を開催しました 

東部地区（港町）における復興事業のうち、「工事進捗及びスケジュール」

「グリーンベルト整備について」「災害復興公営住宅について」「フロントプロ

ジェクトについて」「市民ホール・情報交流センターについて」「新釜石魚市場

について」「釜石港海岸の防潮堤について」「甲子川水門の進捗状況について」

「釜石湾口防波堤の復旧状況について」の説明が行われ、参加者の皆様と意見

交換を行いました。 

 

 

東部地区の復興整備事業について 
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東 部 地 区 （ 港 町 ） 発行：平成 27 年 6 月 

発行元：釜石市復興推進本部 

撓 ま ず  屈 せ ず  が ん ば ろ う 釜 石 ！ 

復興まちづくり協議会・地権者連絡会 
ニュースレター 

開催日：平成 27 年 5月 7日（木）    時 間：18：30～20：15 

場 所：市役所第 4庁舎 3階第 7会議室  参加人数：9 人 

開催 

概要 

①防災機能と居住環境の確保に向けた整備 

(津波復興拠点整備事業) 

②グリーンベルト(避難路)の整備 

(社会資本整備総合交付金事業) 

③水産機能の集約と安全性の向上を図るための整備 

(漁港施設機能強化事業)(漁業集落防災機能強化事業) 

 

○東部地区における復興基盤整備事業は、以上の 3つの事業に 

大きく分けて、現在進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

東部地区における市の復興整備事業 

東部地区の災害復興公営住宅について 
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グリーンベルトについて 

①現在 14箇所、430 戸の公営住宅を整備する計画で進めています。 

②今までに 3次募集まで行い、全てに入居が決定している状況です。 

③当初の設計では、公営住宅は 2LDK を多めに考えていましたが、実

際には 1LDK の希望が上回りました。その為に現在設計の見直し

を行った関係で、多少工期が遅れている地域があります。 

④現在、買い取り事業を行っております。これは、市が設計・積算・

入札を行う方法ではなく、各業者のそれぞれが作ったものを買い

取るといった新たな方法です。 

⑤工期や業者については、左の図に記載しております。 

※状況に応じて、変更する場合もあります。 
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基本的に、緩やかなスロープとしています。 

スロープ以外の法面も駆け上がれるイメージとなっています。 

 グリーンベルトの丘へ登るためのスロープは、車椅子や年配の方が登りやすいよ

うに緩やかな設計としてほしい。 

復興事業については、できる限り皆様の期待に応えられるよう進めていきたいと思います。 

1 日も早く工事を完成させたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

■協議会等に関するお問い合わせ 
釜石市復興推進本部 

TEL：0193-22-2111(内線 119) 
FAX：0193-22-2686 

復興計画の事業進捗等については復興新聞や

市のホームページでも公開しています。 

あわせてご覧ください。 

第 1種区域の復興事業の進め方 
 ４５号下の避難路が狭くなっていると思われるため、避難路が封鎖された場合に備え、グリーンベルト内に代

替えルートを用意しておいた方が良いのではないか。 

 魚市場が衛生管理のため密閉型の施設となるなら、市場内の臭気対策を実施して欲しい。 

魚市場内で鮮魚をさばくことはありません。対策として、清掃の実施、換気設備の配置を計画しています。 

 港町の町内会で所有している神社をどこかに移転して欲しい。グリーンベルトが完成したら、グ

リーンベルト上に移設したらどうか。 

 イオンで買い物をする際、タクシーや車が市民広場に進入出来ず、またバス停からも遠いため、高齢者には不

便である。 

グリーンベルトの通路幅は 4ｍ程度を確保しており、極端に狭いところはありません。構造物は耐震構造で壊

れることはありませんが、代替えルートについても検討課題とします。 

 

甲子川水門の進捗状況について 

地元の方と市役所で話しをしながら、どこかに移転可能か検討を行います。 

市民広場は、イオンに来た方に街を歩いて頂こうというコンセプトを基に計画しています。利便性について

は、巡回バスのルートを検討させていただきます。 

 矢の浦橋付近に橋が架かる予定と聞いているが、どうなっているのか。 

平成 28 年度完成予定で工事を行っています。現在土台を作っておりますが、ヘドロの除去に時間がかかるこ

とも考えられます。 

 防潮堤の窓部分にガラスがはられると聞いているが、強化ガラスか。 

陸側から海側への眺望確保のための整備をしますが、ガラス素材ではありません。 
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このような意見をいただきました 
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